
令和５年第3回市議会定例会
　　　常任委員会審査報告
　　　一般質問
　　　決議文
令和５年第2回市議会臨時会
常任委員会審査報告
議員定数等調査特別委員会
　　　　        アンケート結果
市民の声
読者の声
市議会クイズ、編集後記

・・ P２～P３
・・・ P４～P５

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P６～P９
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P９

・・・・・・・・・・ P10
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P11

・・・ P12～P13
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P14
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P15

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P16

おもな内容

表紙に掲載する写真の公募を行っています。詳しくは西海市ウェブサイトをご覧いただくか、
議会事務局までお問合せください。
また、スマートフォンなどでQRコードを読み取ると入力フォームが開き応募ができます。

本誌に写真を掲載しませんか？

だより
71No.

西海市

2023年11月6日発行

こちらから応募できます

「夕暮れの雪浦川」
むら　い ふみ あき

撮影：村井　文明 氏（大瀬戸町）
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令和５年第３回市議会定例会
会期：令和５年８月31日～９月22日（23日間）

　
第
３
回
定
例
会
で
は
、
議
案
27
件
（
報
告
５

件
、
諮
問
３
件
含
む
）
、
発
議
１
件
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
19
議
案
（
条

例
案
・
決
算
認
定
・
補
正
予
算
案
・
そ
の
他
議

案
）
は
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
慎
重
に
審

査
さ
れ
ま
し
た
。
（
４
、
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

各
常
任
委
員
会
の
付
託
内
訳

総
務
文
教
常
任
委
員
会･･･
４
件

産
業
建
設
常
任
委
員
会･･･

７
件

厚
生
常
任
委
員
会･･･

６
件

予
算
決
算
常
任
委
員
会･･･

２
件

　
閉
会
中
の
継
続
調
査
は
、
総
務
文
教
常
任
委

員
会
か
ら
「
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
」
、
厚
生

常
任
委
員
会
か
ら
「
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ

た
課
題
解
決
型
観
光
事
業
の
取
組
に
つ
い
て
」
、

「
山
梨
県
小
菅
村
に
お
け
る
タ
イ
ニ
ー
ハ
ウ
ス

の
取
組
に
つ
い
て
」
、
厚
生
常
任
委
員
会
か
ら

「
廃
棄
物
処
理
施
設
の
今
後
の
整
備
に
む
け
た

先
進
事
例
の
取
組
に
つ
い
て
（
ご
み
処
理
施
設

及
び
最
終
処
分
場
）
」
の
申
出
が
あ
り
、
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
民
と
議
会
の
つ
ど
い
開
催
に

伴
う
議
員
派
遣
に
つ
い
て
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要

令和４年度一般会計・特別会計・
企業会計決算を認定
一般会計歳入決算額は244億3354万3490円、
歳出決算額は230億7183万8119円　

《 会 計 別 決 算 収 支 一 覧 》 （単位：円）

会計の別
歳入決算額

①
歳出決算額

②
形式収支

（①-②）③
繰越すべき財源

④
実質収支
（③-④）

一般会計 24,433,543,490

3,736,861,518

197,054,308

398,696,374

133,609,917

3,663,327,842

19,285,728

290,596,705

8,439,432,392

945,143,214

505,889,400

101,488,242

0

1,173,865,476

617,904,000

3,344,290,332

36,217,266,214

23,071,838,119

3,635,474,680

161,881,700

394,073,845

125,252,595

3,518,211,442

18,221,291

287,873,408

8,140,988,961

963,009,414

831,562,257

107,221,993

21,139,489

1,128,861,535

821,286,614

3,873,081,302

41,682,925,955

1,361,705,371

101,386,838

35,172,608

4,622,529

8,357,322

145,116,400

1,064,437

2,723,297

298,443,431

△ 17,866,200

△ 325,672,857

△ 5,733,751

△ 21,139,489

45,003,941

△ 203,382,614

△ 528,790,970

1,131,357,832

308,506,000

0

0

0

0

0

0

0

0

1,053,199,371

101,386,838

35,172,608

4,622,529

8,357,322

145,116,400

1,064,437

2,723,297

298,443,431

特
別
会
計

企
業
会
計

国保（事業勘定）特別会計

国保（直診勘定）特別会計

後期高齢者医療特別会計

交通船特別会計

介護保険（保険事業勘定）特別会計

介護保険（サービス事業勘定）特別会計

工業団地整備事業特別会計

特別会計合計

水　道
収益的収支

資本的収支

工業用水道

下水道

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

企業会計合計

総　　　　　　額



令和５年第３回市議会定例会で審議した案件及び結果

令和４年度決算に係る健全化判断比率の報告について

令和４年度決算に係る資金不足比率の報告について

権利放棄の報告について

人権擁護委員の候補者の推薦について

人権擁護委員の候補者の推薦について

人権擁護委員の候補者の推薦について

字の区域の変更について

令和４年度西海市一般会計決算認定について

令和４年度西海市国民健康保険特別会計決算認定について

令和４年度西海市後期高齢者医療特別会計決算認定について

令和４年度西海市工業団地整備事業特別会計決算認定について

令和４年度西海市交通船特別会計決算認定について

令和４年度西海市介護保険特別会計決算認定について

令和４年度西海市水道事業会計決算の認定について

令和４年度西海市工業用水道事業会計決算の認定について

令和４年度西海市下水道事業会計決算の認定について

令和５年度西海市一般会計補正予算（第２号）

令和５年度西海市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和５年度西海市交通船特別会計補正予算（第１号）

令和５年度西海市介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和５年度西海市水道事業会計補正予算（第２号）

議案等番号 件　　　　　　　　名 付託委員会等 議決の結果
本 会 議

本 会 議

本 会 議

本 会 議

本 会 議

本 会 議

産業建設

予算決算

厚 生

厚 生

総務文教

総務文教

厚 生

産業建設

産業建設

産業建設

予算決算

厚 生

総務文教

厚 生

産業建設

報告済み

報告済み

報告済み

支障なし

支障なし

支障なし

原案可決

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

報告第14号

報告第15号

報告第16号

諮問第３号

諮問第４号

諮問第５号

議案第49号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

株式会社大島町中央商店街振興公社令和５事業年度事業計画及び
予算並びに令和４事業年度決算報告について

西海市情報通信技術を活用した行政手続の推進に関する条例の制定
について

西海市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

工事請負変更契約の締結について（森林基幹道西彼杵半島線災害
復旧工事（３号箇所）

工事請負契約の締結について（市道雪浦平坦線橋梁撤去工事
（２工区））

西海市平島簡易郵便局における現金自動預け払い機（ＡＴＭ）の
継続設置を求める決議

一般財団法人西海市農業振興公社令和５事業年度事業計画及び予算
並びに令和４事業年度決算報告について

報告第17号

報告第18号

議案第48号

議案第50号

議案第65号

議案第66号

発議第１号

本 会 議

本 会 議

報告済み

報告済み

厚 生 原案可決

産業建設

産業建設

本 会 議

原案可決

原案可決

原案可決

総務文教 原案可決
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決
算
額

歳
入
合
計

　
　
　
２
億
９
０
５
９
万
６
７
０
５
円
　

歳
出
合
計

　
　
　
２
億
８
７
８
７
万
３
４
０
８
円

歳
入
歳
出
差
引
残
額

　
　
　
　
　
　
２
７
２
万
３
２
９
７
円
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撤去予定の大瀬戸町雪浦地区の人道橋

　
　
　

大
島
地
区
工
業
団
地
造
成
事

業
の
事
業
費
が
、
当
初
の
見
込
み
と
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
。

　
　
　

事
業
当
初
の
計
画
と
し
て
は
、

総
事
業
費
36
億
6
0
0
0
万
を
見
込
ん

で
い
た
が
、
途
中
で
工
期
を
延
長
し
た

こ
と
で
、
37
億
1
0
0
0
万
と
し
て
い

た
。
今
回
、
事
業
完
了
に
伴
い
、
総
事

業
費
が
約
36
億
5
0
0
0
万
に
収
ま
っ

た
の
で
、
当
初
の
計

画
か
ら
大
幅
な
ず

れ
等
は
な
い
。

議
案
第
48
号
　
西
海
市
情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
た
行
政
手
続
の
推
進
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
　
　
　
　 
原
案
可
決

議
案
第
54
号
　
令
和
４
年
度
西
海
市
工
業

団
地
整
備
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

認
定

議
案
第
66
号
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
（
市
道
雪
浦
平
坦
線
橋
梁
撤
去
工

事
〈
２
工
区
〉
）

原
案
可
決

こ
の
条
例
は
、
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
た
行
政
手
続
の
推
進
に
つ
い
て
、

情
報
通
信
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ

り
手
続
等
を
行
う
た
め
に
必
要
と
な
る

事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
手
続
等

に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び

に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を

図
り
、
も
っ
て
市
民
生
活
の
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
。

　
　
　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
進
展
に
よ
り

ど
れ
ぐ
ら
い
情
報
通
信
技
術
の
環
境
が

整
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
現
在
す
で
に
汎
用
的
電
子
申
請

シ
ス
テ
ム
が
庁
内
で
稼

働
を
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
水
道
の

開
始
等
の
手
続
き

は
す
で
に
そ
の
シ

ス
テ
ム
を
使
っ
て
、

届
出
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

す
る
が
、
残
し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
市
の
ほ
う
で
責
任
を
と
る
と
い

う
経
緯
と
聞
い
て
い
る
。
今
回
、
老
朽

化
の
た
め
で
は
な
く
、
県
の
二
級
河
川

の
川
幅
を
広
げ
る
た
め
の
工
事
に
伴
う

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
県
の
補
助
金

や
負
担
の
交
渉
は
ど
の
程
度
さ
れ
た
の

か
。　

　
　
雪
川
橋
の
架
け
替
え
に
併
せ

て
人
道
橋
を
撤
去
す
る
場
合
は
、
県
の

実
施
で
あ
っ
た
が
、
地
元
の
要
望
で
残

し
た
。
河
川
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、

そ
の
当
時
か
ら
計
画
が
あ
り
、
残
す
の

で
あ
れ
ば
、
市
の
責
任
に
お
い
て
撤
去

す
る
か
、
橋
長
を
伸
ば
す
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。
今
回
の
河
川
改
修
に
よ
っ

て
、
災
害
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、

総
合
的
に
踏
ま
え
て
、
撤
去
と
な
っ
た
。

こ
の
議
案
は
、
河
川
沿
岸
の
堤
防
決

壊
や
氾
濫
発
生
の
リ
ス
ク
を
回
避
し
市

民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
県
が

実
施
す
る
二
級
河
川
雪
浦
川
河
川
改
修

工
事
に
合
わ
せ
て
、
同
工
事
の
支
障
と

な
る
市
道
雪
浦
平
坦
線
の
橋
梁
（
以
下

人
道
橋
）
を
撤
去
す
る
も
の
で
す
。 

工
事
の
内
容
は
、
橋
長 

88.

9
メ
ー
ト

ル
の
人
道
橋
１
橋
の
撤
去
を
行
う
も
の

で
す
。

　
　
　
こ
の
解
体
工
事
は
県
が
実
施

す
る
二
級
河
川
雪
浦
川
河
川
改
修
工
事

に
支
障
が
あ
る
た
め
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
支
障
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
県
の
工
事
は
雪
浦
川
の
狭
窄

部
を
広
げ
る
こ
と
で
、
河
川
断
面
を
確

保
し
て
、
防
災
対
策
に
努
め
る
も
の
で
、

こ
の
狭
窄
部
に
位
置
す
る
人
道
橋
を
全

て
撤
去
し
な
け
れ
ば
、
工
事
に
入
れ
な

い
た
め
、
県
と
協
議
し
な
が
ら
、
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
雪
川
橋
を
架
け
替
え
る
と
き

に
、
人
道
橋
を
撤
去
す
れ
ば
県
が
実
施

審
査
件
数

　
条
例
案
　
１
件

　
決
算
認
定
案
　
２
件

　
補
正
予
算
案
　
１
件

審
査
件
数

　
決
算
認
定
案
　
３
件

　
補
正
予
算
案
　
１
件

　
そ
の
他
の
議
案
　
３
件

雪川橋人道橋

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁
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こ
の
議
案
は
、
事
業
勘
定
と
直
診
勘
定

の
２
つ
か
ら
な
る
令
和
4
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
の
認
定
を

行
う
も
の
で
す
。

歳
入
合
計
37
億
3
6
8
6
万
1
5
1
8
円

歳
出
合
計
36
憶
3
5
4
7
万
4
6
8
0
円

第第
【
歳
入
】

　
　
　
地
方
交
付
税
が
前
年
度
比

8
2
1
万
8
0
0
0
円
と
減
っ
て
い
る
が
、

主
な
内
容
は
な
に
か
。

　
　
　
減
収
の
要
因
は
人
口
減
少
の
影

響
で
あ
る
。
令
和
2
年
度
の
国
勢
調
査
の

結
果
が
反
映
さ
れ
始
め
た
年
で
あ
る
。

　
　
　
新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
運
賃

収
入
に
つ
い
て
利
用
者
の
増
加
数
と
要

因
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
令
和
３
年
度
よ
り
約
1
0
0
0

人
増
加
し
て
お
り
、
住
民
へ
の
浸
透
が
進

ん
で
い
る
と
考
え
る
。

【
歳
出
】

　
　
　
海
底
耕
う
ん
事
業
の
効
果
は

見
え
た
か
。

　
　
　
効
果
の
検
証
は
難
し
い
が
大
村

湾
全
体
の
漁
協
で
も
行
っ
て
い
る
の
で
相

乗
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
鳥
獣
被
害
の
被
害
額
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　
令
和
4
年
度
は
2
9
5
万

4
0
0
0
円
、
令
和
3
年
度
は
6
7
2
万

4
0
0
0
円
と
減
少
し
て
き
て
い
る
。

厚
生
常
任
委
員
会

議
案
第
50
号
　
西
海
市
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
51
号
　
令
和
4
年
度
西
海
市
一
般

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
60
号
　
令
和
5
年
度
西
海
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
61
号
　
令
和
５
年
度
西
海
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

原
案
可
決

議
案
第
63
号
　
令
和
５
年
度
西
海
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

原
案
可
決

議
案
第
52
号
　
令
和
４
年
度
西
海
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て認定

予
算
決
算
常
任
委
員
会

建
築
物
の
解
体
等
で
、
当
該
建
築
物
の

所
有
者
等
が
処
分
す
べ
き
廃
棄
物
の
搬
出

方
法
に
応
じ
た
手
数
料
の
額
を
定
め
る
も

の
。　

　
　
所
有
者
不
在
の
場
合
に
お
い

て
、
代
理
申
請
が
出
来
る
の
か
。

　
　
　
代
理
申
請
は
可
能
で
あ
る
が
、

委
任
状
の
提
出
が
必
要
で
あ
る
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

既
存
予
算
に
5
3
2
0
万
2
0
0
0
円

を
追
加
し
、
総
額
39
億
3
7
6
4
万

4
0
0
0
円
と
す
る
。

　
　
　

既
存
予
算
に
1
億
3
8
3
1
万
6
0
0
0

円
を
追
加
し
、
総
額
37
億
9
7
4
5
万

9
0
0
0
円
と
す
る
。

審
査
件
数

　
条
例
案
　
１
件

　
決
算
認
定
案
　
３
件

　
補
正
予
算
案
　
２
件

審
査
件
数

　
決
算
認
定
案
　
１
件

　
補
正
予
算
案
　
１
件

　
　
　
西
海
ふ
る
さ
と
便
の
開
始
時
期

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
11
月
中
旬
の
開
始
を
目
指
し

て
い
る
。

　
　
　
シ
ニ
ア
カ
ー
購
入
補
助
金
の
計

画
と
免
許
返
納
後
か
ら
シ
ニ
ア
カ
ー
購
入

ま
で
購
入
補
助
金
を
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な

い
か
伺
う
。

　
　
　
当
初
8
名
分
予
算
計
上
し
た

が
、
上
限
に
達
し
た
た
め
補
正
で
17
名
分

計
上
し
た
。
補
助
申
請
に
つ
い
て
は
、
要

綱
上
は
免
許
証
返
納
後
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
可
能
な
限
り
急
い
で
交
付
決
定
が
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

　
　
　
西
彼
地
区
の
適
用
指
導
教
室
の

指
導
員
の
給
与
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
月
額
報
酬
は
14
万
3
3
8
0

円
で
あ
る
。
教
育
職
の
給
料
表
の
単
価
を

根
拠
に
し
て
お
り
、
適
正
か
に
つ
い
て
は

総
務
部
と
検
討
す
る
。

The SAIKAI Municipal Assembly News
常任委員会審査報告

歳入歳出

保険給付費
72.5％

国民健康保険
事業費納付金

22.7％

保健事業費
1.2％

基金積立金 0.9％
諸支出金
1.7％

総務費
1.0％

国民健康保険税
16.6％

繰入金
7.1％

諸収入
0.2％

繰越金
2.0％

県支出金
74.2％

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁



一
般般
質質
問問

今
定
例
会
で
一
般
質
問
し
た
議
員
は
５
人
で
し
た
。　一般質問は、「通告制」となっており、議長が定めた期間内に議

長に質問の要旨などを文書で通告します。
　質問範囲が多岐にわたることから、質問する議員も受ける執行
機関も十分な準備期間を設け、充実した政策論議を行うためです。

一
般
質
問
と
は
？

　
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
、
事
務

の
執
行
状
況
や
今
後
の
政
策
な
ど
、
み

な
さ
ん
の
生
活
に
も
関
わ
る
市
の
行
財

政
全
般
に
つ
い
て
、
疑
問
点
を
質
し
た

り
、
所
信
の
表
明
を
求
め
た
り
す
る
も

の
で
す
。

　
西
海
市
で
は
一
人
60
分
（
答
弁
、
再

質
問
を
含
む
）
の

持
ち
時
間
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
読
み
取
る
と
当
日
の
動
画
映
像
が
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
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1.
渕瀬 栄子
西海市議会
日本共産党

・支障木及び危険木の伐採対策について
・公園及び遊具の整備について
・瀬戸港の港湾整備について

3.
打田　清
志政会

・マイナンバーカードについて
・あじさいネットについて
・音楽プロモーションについて

2.
平井 満洋
壱粒会

・歩道の安全管理について
・耕作放棄地及びイノシシの対策について
・旧長崎オランダ村Ｃゾーンについて
・総合支所の配置について

4.
永田 良一
令政会

・防災食育施設の整備について
・新庁舎建設について

5.
戸浦 善彦
眞濤の風

・人口減少対策について
・公営住宅の地域対応活用について
・生活道路の安全対策について
・海業の推進について

順番・氏名 順番・氏名質　問　事　項 質　問　事　項



　
　
西
彼
町
中
央
グ
ラ
ン
ド
沿
い
の
イ

ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
舗
装
の
歩

道
が
、
街
路
樹
の
根
の
成
長
に
よ
り
隆
起

し
た
こ
と
で
、
歩
行
す
る
際
に
つ
ま
ず
き

転
び
そ
う
に
な
っ
た
と
言
う
声
を
聞
く
。

歩
行
者
が
安
全
に
通
れ
る
よ
う
早
急
な
対

策
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
市
長
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
　
令
和
元
年
度
及
び
２
年
度
に
隆

起
部
分
が
顕
著
な
箇
所
に
つ
い
て
維
持
補

修
を
行
な
っ
て
い
る
。
未
だ
対
応
で
き
て

な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
逐
次
補
修
す
る
。

　
　

　
　
令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
の
私
の

一
般
質
問
に
お
い
て
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
と

し
て
耕
作
放
棄
地
へ
の
牛
の
放
牧
を
提
案

し
た
と
こ
ろ
、
「
効
果
が
あ
る
事
は
聞
き

及
ん
で
い
る
が
、
本
市
に
お
い
て
は
段
差

が
多
い
地
形
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
適
地

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
放
牧
が
進
ん
で
い

な
い
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
あ
れ
か
ら

４
年
が
経
過
し
た
。
改
め
て
、
実
施
可
能

な
場
所
か
ら
牛
の
放
牧
に
取
り
組
む
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

　
　
　
牛
や
ヤ
ギ
な
ど
の
家
畜
の
放
牧

を
活
用
し
た
す
み
分
け
対
策
は
、
人
に
よ

る
草
刈
り
等
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
、
省

力
的
な
草
地
管
理
と
し
て
大
き
な
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
緩
や
か
な
土
地
の

整
備
に
よ
る
「
す
み
分
け
」
や
耕
作
放
棄

地
解
消
を
目
的
と
し
た
放
牧
の
取
組
に
つ

い
て
、
地
域
の
合
意
形
成
が
図
ら
れ
た
場

合
に
つ
い
て
は
市
と
し
て
も
国
や
県
の
支

援
制
度
の
活
用
を
図
り
な
が
ら
支
援
し
て

行
く
。

　
　

　
　
令
和
５
年
第
２
回
定
例
市
議
会
の

旧
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
Ｃ
ゾ
ー
ン
の
利
活
用

に
つ
い
て
の
一
般
質
問
で
、
約
1
億

5
0
0
0
万
円
を
見
込
ん
で
海
上
に
係
る

解
体
整
備
を
進
め
て
い
く
方
針
が
示
さ
れ

た
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
状
態
に
す
る

の
か
伺
う
。

　
　
　
海
上
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
及
び
浮
桟

橋
や
付
属
す
る
建
物
の
解
体
・
撤
去
に
取

り
組
む
も
の
で
あ
る
。
海
上
付
近
の
木
造
の

建
物
18
棟
及
び
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
4
7
5
0

平
方
メ
ー
ト
ル
の
解
体
・
撤
去
を
予
定
し

て
い
る
。
直
ち
に
海
域
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
支
え
る
鋼
管
杭
に
つ

い
て
は
そ
の
ま
ま
残
す
状
態
で
あ
る
。

　
　
1
億
5
0
0
0
万
円
の
解
体
整
備

を
出
す
の
で
あ
れ
ば
、
今
一
度
、
関
係
各

位
で
協
議
願
い
た
い
。
（
答
弁
無
し
）

一 般般 質質 問問
　
　
　
西
海
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
の
遊
具

は
全
て
利
用
で
き
な
い
が
整
備
す
る
の
か

伺
う
。

　
　
　
　 

い
ず
れ
の
遊
具
も
修
理
で
き

な
い
状
態
で
あ
り
、
今
年
度
中
の
撤
去

に
向
け
費
用
算
出
を
進
め
る
。

　
　
　
大
瀬
戸
総
合
運
動
公
園
の
家
族
広

場
の
遊
具
や
木
製
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具

は
撤
去
さ
れ
た
ま
ま
だ
が
、
こ
の
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
来
年
度
に
遊
具
更
新
を
計
画

し
て
お
り
、
予
算
化
に
向
け
て
遊
具
の
選

定
、
事
業
費
の
算
出
等
の
準
備
を
進
め
る
。

　
　 

多
様
な
人
々

が
利
用
で
き
る
分

け
隔
て
の
な
い
遊

具
の
設
置
を
で
き

な
い
か
伺
う
。

　
　
　
　 

 

障
が

い
が
あ
っ
て
も
な

く
て
も
遊
べ
る
分

け
隔
て
の
な
い
遊

具
の
設
置
を
検
討

す
る
。

　
　
　
瀬
戸
港
焼
島
地
区
の
物
揚
げ
場
の

高
潮
対
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
県
北
振
興
局
か
ら
排
水
溝
の
は

け
口
に
海
水
の
逆
流
を
防
止
す
る
対
策
工
を

今
年
度
予
定
し
て
い
る
と
回
答
を
得
て
い
る
。

　
　
　
瀬
戸
港
焼
島
地
区
の
台
風
時
避
難

係
船
設
備
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
県
北
振
興
局
か
ら
は
現
在
、
現

地
立
会
時
の
漁
業
者
の
意
見
を
踏
ま
え
整

備
方
法
を
検
討
し
て
い
る
が
、
要
望
内
容

に
沿
っ
た
施
設
を
整
備
す
る
た
め
に
は
、

工
法
の
検
討
や
、
あ
る
程
度
の
事
業
費
を

要
す
る
な
ど
の
課
題
解
決
が
必
要
と
説
明

を
受
け
て
い
る
。

　
　
　
瀬
戸
港
馬
込
地
区
の
漂
流
物
流
入

対
策
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　
　
　
県
北
振
興
局
か
ら
は
現
在
、
施

設
の
開
口
部
を
締
め
切
る
計
画
で
予
算
確

保
に
務
め
て
い
る
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

　
　
　
瀬
戸
港
樫
浦
地
区
に
肥
前
大
島
港

に
あ
っ
た
浮
桟
橋
を
設
置
す
る
計
画
が
あ

る
が
、
未
だ
板
浦
地
区
に
係
留
さ
れ
た
ま

ま
で
あ
る
。
既
存
の
桟
橋
が
老
朽
化
し
て

お
り
松
島
島
民
か
ら
は
速
や
か
な
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
い
つ
設
置
さ
れ
る

の
か
伺
う
。

　
　
　
　
県
北
振
興
局
か
ら
は
松
島
港
の

浮
桟
橋
等
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
末
の

暫
定
供
用
を
目
指
し
て
重
点
的
に
整
備
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
後
、
瀬
戸
港
浮
桟
橋

の
整
備
に
着
手
す
る
計
画
で
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

QRコードで一般質問の
動画が視聴できます

耕
作
放
棄
地
及
び

イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て
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歩
道
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

旧
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
C
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て

公
園
及
び
遊
具
の
整
備
に
つ
い
て

瀬
戸
港
の
港
湾
整
備
に
つ
い
て

……………………………………………………………………………

ふち せ えい こ

渕瀬 栄子

西海市議会
日本共産党

ひら い みつひろ

平井 満洋

壱粒会

問問 市
長

市
長

問問 市
長

問問

問

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長



一 般般 質質 問問QRコードで一般質問の
動画が視聴できます

　
　
本
市
で
は
、
７
医
療
機
関
、
１
薬

局
が
「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
」
に
参
加
し
て
い

る
が
、
的
確
に
運
用
は
行
わ
れ
て
い
る
か

伺
う
。

　
　
　
県
内
36
中
核
医
療
機
関
の
電
子

カ
ル
テ
や
診
療
情
報
を
患
者
の
同
意
に
基

づ
き
、
会
員
が
端
末
上
で
閲
覧
で
き
る
電

子
カ
ル
テ
閲
覧
機
能
や
医
療
機
関
や
薬
局

な
ど
の
多
職
種
の
会
員
間
で
共
有
で
き
る

多
職
種
連
携
機
能
が
あ
る
。
　

現
在
本
市
の
７
医
療
機
関
・
１
薬
局
に

活
用
実
態
を
聞
き
取
り
し
た
と
こ
ろ
、
電

子
カ
ル
テ
閲
覧
機
能
つ
い
て
は
お
お
む
ね

活
用
さ
れ
て
お
り
、
市
内
の
患
者
登
録
総

数
は
3
0
0
人
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
多
職

種
連
携
機
能
つ
い
て
は
、
未
だ
活
用
の
実

態
が
見
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　　
　
中
村
明
夫
先
生
を
本
市
の
音
楽
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
迎
え
て
、
現
在
ど

の
よ
う
に
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
具

体
的
に
伺
う
。
ま
た
今
後
こ
の
事
業
に
望

む
こ
と
は
何
か
伺
う
。

　
　
　
　
現
在
、
月
４
回
程
度
大
崎
中

学
校
、
大
崎
高
校
の
吹
奏
楽
部
な
ど
の
練

習
の
サ
ポ
ー
ト
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
改
善

の
た
め
の
助
言
を
頂
い
て
い
る
。
今
後
は

中
村
先
生
の
指
導
力
を
活
か
し
、
学
校
で

の
音
楽
教
育
、
一
般
の
方
々
の
生
涯
音
楽
学

習
も
支
援
し
て
い
た
だ
き
、
学
校
の
魅
力

向
上
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
期
待
し
た
い
。

……………………………………………………………………………

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
健
康
保

険
証
や
公
金
受
取
口
座
の
紐
づ
け
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市

に
お
い
て
ト
ラ
ブ
ル
の
報
告
が
あ
っ
て
い

な
い
か
伺
う
。

　
　
　
本
市
に
お
い
て
は
、
ト
ラ
ブ
ル

の
報
告
は
な
い
。
ま
た
、
国
か
ら
も
指
摘

は
受
け
て
い
な
い
。

　
　
窓
口
に
お
い
て
申
請
や
交
付
事
務

は
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　
　
　
市
民
課
及
び
総
合
支
所
窓
口
に

お
い
て
、
専
用
端
末
を
使
っ
て
市
民
の
情

報
を
入
力
対
応
す
る
際
は
、
専
用
ア
プ
リ

を
活
用
し
、
毎
回
必
ず
直
前
に
使
用
し
た

フ
ァ
イ
ル
を
削
除
す
る
処
理
を
行
う
な
ど

し
て
事
務
対
応
し
て
い
る
。

　
　
専
用
ア
プ
リ
を
活
用

し
て
い
る
と
あ
る
が
、
本
市

独
自
の
事
務
作
業

か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　

本
市
独
自
の
専
用

ア
プ
リ
を
導
入
し
、

事
務
対
応
を
し
て
い
る
。

　
　
本
市
の
人
口
推
移
は
減
少
傾
向
に

あ
る
と
と
も
に
少
子
高
齢
化
も
進
行
し
、

児
童
・
生
徒
数
も
減
少
し
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
防
災
食
育
施
設
の
工
事
着

手
は
令
和
８
年
度
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

頃
に
は
児
童
・
生
徒
数
も
減
少
し
、

2
0
0
0
食
の
提
供
食
数
で
は
施
設
規
模

が
過
大
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
規
模
に
つ

い
て
再
度
検
討
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
令
和
７
年
度
か
ら
、
県
立
鶴
南

特
別
支
援
学
校
西
彼
杵
分
教
室
小
・
中
学

部
が
大
瀬
戸
中
学
校
へ
設
置
さ
れ
、
児
童
、

生
徒
及
び
教
職
員
が
約
30
名
程
度
と
見
込

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
加
味
し
、
令

和
９
年
度
の
児
童
生
徒
・
教
職
員
及
び
学

校
給
食
共
同
調
理
場
職
員
等
へ
の
提
供
食

数
の
見
込
み
を
１
日
当
た
り
、
2
0
0
0

食
と
試
算
し
た
。
平
常
時
に
お
け
る
給
食

施
設
の
規
模
と
し
て
は
適
正
で
あ
り
、
ま

た
、
災
害
時
に
お
け
る
応
急
給
食
の
提
供

を
想
定
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
決
し
て

過
大
な
規
模
で
は
な
い
。

　
　
新
庁
舎
建
設
の
規
模
に
つ
い
て
、

本
市
の
将
来
の
人
口
を
考
慮
し
て
、
規

模
を
縮
小
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
縮
小
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
建
設

費
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
、
早
期
に

新
庁
舎
の
建
設
に
着
手
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
庁
舎
の
規
模
は
人
口
だ
け
で
は

な
く
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
や
機
能
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
市
民
と
の
交
流
の
場

と
し
て
の
役
割
な
ど
も
考
慮
に
入
れ
て
検

討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
長
期
的
に
は
、

人
口
減
少
や
業
務
の
効
率
化
な
ど
に
よ
り

一
部
の
部
門
が
縮
小
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
が
、
ま
ず
は
建
設
時
点
に
お
け
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
や
業
務
内
容
を
基
本
と
し
、
在

職
す
る
職
員
を
収
容
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
建
設
場
所

に
よ
っ
て
は
多
額
の
用
地
購
入
費
や
造
成

費
等
が
か
か
る
こ
と
も
見
込
ま
れ
る
。
現

時
点
で
概
算
の
面
積
や
事
業
費
を
基
準
と

し
て
、
規
模
縮
小
や
建
設
費
削
減
の
可
能

性
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
難
し
い
。

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て

音
楽
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
つ
い
て

防
災
食
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
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……………………………………………………………………………

うち だ きよし

打田 　清

志政会

なが た りょういち

永田 良一

令政会

問

問市
長

市
長

問市
長

問問 市
長

市
長

問

問

市
民
環
境
部
長

教
育
長



一 般般 質質 問問

　
　
　近
年
、
異
常
気
象
に
よ
り
土
砂
災

害
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
、
生
活
基
盤
と

な
る
道
路
の
整
備
推
進
及
び
適
正
な
維
持

管
理
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
特
に
高

齢
化
が
進
行
し
て
い
る
地
域
で
は
、
緊
急

時
の
安
全
な
避
難
の
た
め
に
は
、
生
活
道

路
へ
の
倒
木
で
あ
っ
た
り
、
落
石
、
土
砂

崩
れ
な
ど
、
そ
れ
に
対
す
る
災
害
対
策
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
住
民
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
道
路
管
理
者
と

し
て
生
活
道
路
の
整
備
や
安
全
対
策
を
事

前
に
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　支
障
木
や
落
石
の
お
そ
れ
が
あ

る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
道
路
敷
内
で
あ
れ

ば
道
路
管
理
者
に
お
い
て
対
応
可
能
と
考

え
る
が
、
そ
れ
ら
の
箇
所
の
多
く
は
民
有

地
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
原
則
と

し
て
所
有
者
で
の
対
応
を
お
願
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
通

行
に
支
障
が
あ
り
、
早
急
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
は
、
支
障
木
伐
採
や
落
石

除
去
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
通
行
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
落
石
防
護
柵
を
設

置
す
る
な
ど
事
前
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　
　
　公
営
住
宅
の
応
募
倍
率
が
低
下
し

て
お
り
、
特
に
大
島
地
区
に
お
い
て
は
工

業
団
地
が
整
備
さ
れ
た
が
、
民
間
の
不
動

産
屋
が
な
く
、
住
居
の
確
保
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
状
況
を
鑑
み
る
と
、
国
交
省
の
公

営
住
宅
の
目
的
外
の
活
用
策
で
あ
る
「
公

営
住
宅
の
地
域
対
応
活
用
」
を
早
急
に
進

め
る
べ
き
と
考
え
提
案
す
る
が
、
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　

 
 

西
海
市

と
し
て
は
条
例
に
規

定
す
る
こ
と
で
入
居

要
件
を
明
確
に
し

て
、
ほ
か
の
市
民
の

入
居
要
件
と
差
異
が

出
な
い
よ
う
に
審
査

を
行
っ
て
い
る
。
外

国
人
に
関
し
て
も
中

長
期
在
留
者
、
日
本

に
生
活
実
態
が
ま
ず

あ
る
と
い
う
こ
と
が

大
原
則
で
あ
る
が
、

そ
う
い
っ
た
方
に
つ

い
て
は
個
別
に
相
談

を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

QRコードで一般質問の
動画が視聴できます

「
公
営
住
宅
の
地
域
対
応
活
用

（
国
土
交
通
省
）」
に
つ
い
て
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生
活
道
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

と うら よしひこ

戸浦 善彦

眞濤の風

西海市平島簡易郵便局における
現金自動預け払い機（ATM）の
継続設置を求める決議

本市の離島地区である平島簡易郵便局に現在設置されているＡＴＭが、令和
６年３月をもって撤去される方針であると聞き及んでいる。

平島簡易郵便局は島内唯一の金融機関であり、島民の生活基盤となっており、
設置されているＡＴＭは、全国の金融機関と連携した決済サービスを提供し、
島内の経済活動や地域住民の金融インフラとして非常に重要な存在である。

ＡＴＭの撤去は島民の生活に多大な影響を及ぼし、混乱が発生する可能性が
あることは容易に想像できる。

よって、西海市議会は島民の生活を維持するためにもＡＴＭの継続設置を求
めることを関係機関に強く要望するものである。

以上決議する。

長崎県西海市議会

国土交通省「公営住宅の地域対応活用について」の資料抜粋

問

問

市
長

建
設
部
長



臨
時
会
の
概
要

令
和
5
年

第
２
回
議
会
臨
時
会

■
会
期
　
令
和
５
年
７
月
11
日
（
１
日
間
）

　
　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
４
議
案
が
提
出
さ
れ
、

下
記
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

報
告
第
13
号
は
、
大
瀬
戸
町
樫
浦
地
区

の
市
道
中
央
市
街
線
で
発
生
し
た
物
損
事

故
に
関
し
、
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、
和
解

し
た
の
で
報
告
す
る
も
の
で
す
。

同
意
第
28
号
及
び
同
意
第
29
号
は
、
西

海
市
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命
同
意
に

つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
、
去

る
令
和
5
年
第
2
回
定
例
市
議
会
に
同
意

第
9
号
及
び
同
意
第
10
号
と
し
て
提
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
議
案
書
が
配
布
さ
れ
な
い

ま
ま
議
決
し
た
こ
と
か
ら
、
市
長
が
当
該

議
決
結
果
を
執
行
せ
ず
、
今
臨
時
会
に
改

め
て
提
出
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
47
号
の
補
正
の
内
容
は
、
長
崎

オ
ラ
ン
ダ
村
Ｃ
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
、
経
年
劣

化
し
た
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
等
の
周
辺
海
域
へ

の
流
出
を
防
止
す
る
た
め
、
汚
濁
防
止
膜

の
設
置
に
要
す
る
経
費
を
1
8
5
9
万
2

千
円
計
上
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
議
案
第
47
号
は
予
算
決
算
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
さ
れ
ま
し
た

が
、
予
算
額
や
流
出
防
止
に
お
け
る
方
策

の
妥
当
性
が
問
わ
れ
た
こ
と
か
ら
採
決
は

行
わ
ず
、
そ
の
後
に
再
開
さ
れ
た
本
会
議

に
お
い
て
撤
回
請
求
が
提
出
さ
れ
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
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令和５年第２回臨時会で審議した案件及び結果

議案番号 件 　 　 　 名 議決の結果付託委員会等

報告第13号

同意第28号

同意第29号

議案第47号

本会議

本会議

本会議

予算決算

報告済み

同　意

同　意

議案撤回

市道中央市街線物損事故に係る損害賠償の額を定め、
和解することについての専決処分の報告について

西海市農業委員会委員の任命同意について

西海市農業委員会委員の任命同意について

令和５年度西海市一般会計補正予算（第２号）

■
予
算
決
算
常
任
委
員
会

こ
の
議
案
は
、
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
Ｃ
ゾ
ー

ン
に
お
い
て
、
経
年
劣
化
し
た
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
な
ど
が
周
辺
海
域
へ
流
出
す
る
こ
と
を

防
止
す
る
た
め
、
ま
た
、
地
元
漁
協
か
ら
の

要
望
も
あ
り
新
た
に
汚
濁
防
止
膜
を
設
置

す
る
経
費
と
し
て
備
品
購
入
費
1
7
5
0

万
3
0
0
0
円
と
、
こ
の
汚
濁
防
止
膜
の
保

守
を
行
う
た
め
の
経
費
と
し
て
委
託
料

1
0
8
万
9
0
0
0
円
を
計
上
す
る
も
の
。

　
　
　
現
在
設
置
し
て
い
る
オ
イ
ル

フ
ェ
ン
ス（
汚
濁
防
止
膜
）の
点
検
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
等
の
管
理
は

業
者
等
に
委
託
し
て
お
ら
ず
職
員
が
定

期
的
に
見
回
っ
て
い
る
ほ
か
、
旧
長
崎
オ

ラ
ン
ダ
村
施
設
C
ゾ
ー
ン
は
観
光
協
会

に
管
理
委
託
し
て
い
る
た
め
、
観
光
協

会
に
お
い
て
目
視
で
異
常
が
な
い
か
等

の
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
は
汚
濁
防

止
を
目
的
と
し
て
設
置
す
る
も
の
で
は

な
い
の
か
。

　
　
　
元
来
、
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
は
工

事
の
と
き
に
オ
イ
ル
等
が
海
域
に
流
れ

出
さ
な
い
、
も
し
く
は
河
川
か
ら
の
汚

濁
水
が
海
に
流
れ
出
さ
な
い
よ
う
な
対

策
の
仮
設
の
設
備
と
し
て
設
置
す
る
も

議
案
第
47
号
　
令
和
5
年
度
西
海
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

議
案
撤
回

審
査
件
数

　
補
正
予
算
案
　
１
件

の
で
あ
る
。
本
来
の
目
的
と
は
異
な
る

使
用
方
法
で
は
あ
る
が
、
オ
イ
ル
フ
ェ
ン

ス
に
よ
り
安
全
対
策
を
行
い
た
い
。

　
　
　
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
Ｃ
ゾ
ー
ン

の
施
設
の
解
体
は
い
つ
頃
に
な
る
見
通

し
か
。
ま
た
現
時
点
で
ど
う
い
う
利
活

用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
令
和
5
年
度
の
当
初
予
算
に

て
、
解
体
に
お
け
る
測
量
設
計
費
を
計

上
し
て
い
る
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
令
和
6
年
度
か
ら
令
和
8

年
度
ま
で
の
3
箇
年
で
解
体
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
解
体
後
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
利
活
用
計
画
を
立
て
て
検
討
し

た
い
。

長崎オランダ村Cゾーンのオイルフェンスの様子

質
疑

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

答
弁
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調
査
事
件

　
国
保
診
療
所
の
現
状
と
今
後
の
整
備
計
画

に
つ
い
て

調
査
日

　
令
和
５
年
８
月
４
日
（
金
）

経
過

　
　
本
委
員
会
は
、
「
老
朽
化
し
た
国
保
診

療
所
の
現
状
と
今
後
の
整
備
計
画
」
に
つ

い
て
、
関
係
資
料
に
基
づ
く
調
査
を
行
う

と
と
も
に
、
診
療
所
建
屋
の
現
状
を
把
握

す
る
た
め
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
概
要

　
　
江
島
診
療
所
は
昭
和
50
年
3
月
、
平
島

診
療
所
は
昭
和
51
年
3
月
、
松
島
診
療
所

は
昭
和
53
年
4
月
の
建
築
で
3
診
療
所
と

も
既
に
40
年
以
上
を
経
過
し
て
お
り
、
建

物
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
江
島
及
び

平
島
診
療
所
の
現
地
調
査
は
、
台
風
等
の

影
響
に
よ
り
調
査
が
で
き
ず
、
松
島
診
療

所
の
み
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
松
島
診
療

所
で
は
、
雨
漏
り
等
が
複
数
箇
所
に
お
い

て
確
認
さ
れ
た
が
、
今
後
緊
急
修
繕
を
予

定
し
て
い
る
。

　
　
3
診
療
所
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、

診
療
所
単
独
で
の
整
備
は
非
常
に
困
難
で

あ
る
た
め
、
複
合
化
施
設
で
の
整
備
が
最

も
合
理
的
で
あ
り
、
平
島
を
優
先
的
に
学

校
施
設
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、
関
係
部

署
を
含
め
た
協
議
を
進
め
、
今
後
具
体
的

な
計
画
が
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

ま
と
め

　
　
西
海
市
が
保
有
す
る
3
つ
の
離
島
診
療

所
は
、
建
築
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
40
年
以
上

を
経
過
し
、
老
朽
化
は
明
確
で
あ
る
。
令

和
2
年
に
襲
来
し
た
台
風
9
号
及
び
10
号

に
お
い
て
、
江
島
・
平
島
地
区
に
特
に
大

き
な
被
害
が
発
生
し
た
た
め
、
島
で
生
活

す
る
住
民
か
ら
は
、
避
難
所
施
設
を
含
め

た
複
合
型
の
施
設
整
備
を
求
め
る
声
も
あ

る
と
聞
く
。

　
　
今
後
は
、
島
で
生
活
す
る
住
民
の
方
々

の
意
見
を
整
理
・
集
約
し
、
複
合
化
の
候

補
と
な
る
施
設
の
絞
り
込
み
を
十
分
に
協

議
し
、
関
係
部
署
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

各
離
島
に
お
け
る
実
情
に
応
じ
た
整
備
方

針
を
定
め
、
横
断
的
に
西
海
市
全
体
で
取

り
組
み
、
実
現
で
き
る
施
設
整
備
計
画
に

な
る
よ
う
求
め
る
。

松島診療所での視察の様子

厚生常任委員会　所轄事務調査報告

老
朽
化
し
た
３
診
療
所
の
整
備
計
画
を
調
査
‼

● 西海市議会の本会議を傍聴してみませんか？
西海市議会の本会議は公開されており、どなたでも自由に傍聴できます。
　1：場所　本会議場（西海市役所本庁舎3階）
　2：人数　60人まで
　3：受付場所：本会議場前傍聴受付
　　　・受付の際、所定の用紙に住所、氏名等を記載していただきます。
　　　・会議開始前から受付を開始し、会議中も随時受け付けます。

● 議会中継を動画配信しています。
　市のホームページから、または、右の二次元コードからアクセスしていただくと、一般質問
などの映像をご覧いただけます。
　ライブ配信は議会開催中に、録画配信は会議終了後2週間程度でご覧いただけます。

　西海市のホームページから、西海市議会に関する各種情報を公開しています。
定例会の日程や結果、会議録検索など最新の情報をご覧いただけます。

● 議会会議録を公表しています。
市のホームページから、または、右の二次元コードからアクセスしていただくと、平成17年5
月以降に開催された定例市議会・臨時市議会の会議録を、キーワード、発言者、会議日程などに
より検索して、閲覧することができます。

西海市議会からのお知らせ

西海市議会
映像配信

西海市議会
会議録検索
システム
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《議員定数等に関する市民アンケートの結果について》

〈妥当と思う議員定数を選んだ理由（複数回答）〉

市議会では、議員定数等調査特別委員会で次期一般選挙
（令和７年４月）に向け、議員定数及び議員報酬の改定につ
いて検討を行っています。検討の参考として、市民アンケー
トを実施したので、その結果を公表します。

①妥当と思う議員定数を選んでください。（1つだけ回答）
　１．20名　　　２．19名　　　３．現状（18名）
　４．17名　　　５．16名　　　６．15名以下　　　７．わからない

②　①の回答を選んだ理由は何ですか。（複数回答可）
　　１．市の面積を考慮すると、議員数は確保すべき
　　２．市民の声を反映させるために必要
　　３．地域の代表が必要
　　４．議会の活性化のために必要
　　５．立候補の枠が広がり、機会が増える
　　６．他市と比べて多い
　　７．財政的な面から、経費削減のためにも減らすべき
　　８．議員数を少々減らしても、議会機能は発揮できると思う
　　９．その他

市の面積を考慮すると、議員数は確保すべき

市民の声を反映させるために必要

地域の代表が必要

議会の活性化のために必要

立候補の枠が広がり、機会が増える

他市と比べて多い

財政的な面から、経費削減のためにも減らすべき

議員数を少々減らしても、議会機能は発揮できると思う

その他

0 50 100 150 200 250 300 350
（名）

総数

5月13日～6月20日

市民から無作為抽出した1400名

345名（回答率24％）

104 16104 60 104 40 4

■20名　■19名　■現状18名　■17名　■16名　■15名以下　■わからない　■無回答　

〈妥当と思う議員定数〉

0 20 40 60 80 100 120 140

38

80

80

34

8

44
118

130
46

調査期間

対象者数

調査期間

回答者数

アンケート項目と結果



100,000～150,000円

150,001～200,000円

200,001～250,000円

250,001～300,000円

現在のままでよい（31万円）

320,001～350,000円

350,001～400,000円

400,001～450,000円

450,001～500,000円

わからない

無回答

議員の仕事に魅力がない

議会に対する無関心

地域・親族などとの関係

報酬額や将来への不安

仕事・家庭との両立

　

選挙の負担

その他

議員年金制度の廃止
（平成23年度に廃止）
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〈なり手不足の原因（複数回答）〉

〈妥当と思う議員報酬月額〉

③現在の議員報酬月額について、どう思われますか。（1つだけ回答）
　１．現在の報酬月額（310,000円）のままでよい

　２．（　　　　　　　　　円）が妥当と思う

　３．わからない

④全国的な問題として地方議員のなり手不足が深刻化しています。
　そこで、議員のなり手不足問題は、何が原因だと思いますか。（複数回答可）
　　１．議員の仕事に魅力がない

　　２．議会に対する無関心

　　３．地域・親族などとの関係

　　４．報酬額や将来への不安

　　５．仕事・家庭との両立

　　６．議員年金制度の廃止（平成23年に廃止）

　　７．選挙の負担

　　８．その他

3

11

15

18

133

24

9

2

5

109

16

101

168

51

53

81

27

147

30
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お
い
し
い
！
西
海
市
の
食
べ
物

　
西
海
市
立
と
き
わ
台
小
学
校
　
５
年
　

御
厨
　
空
来
（
み
く
り
や
　
そ
ら
）
　

　
横
山
　
　
煌
（
よ
こ
や
ま
　
き
あ
ら
）

と
き
わ
台
小
の
周
り
に
は
、
た
く

さ
ん
の
田
ん
ぼ
と
大
明
寺
川
が
あ
り

ま
す
。
春
に
「
地
域
の
食
と
い
え
ば

何
か
な
？
」
と
授
業
で
先
生
に
聞
か

れ
、
私
た
ち
は
地
域
で
育
て
て
い
る

食
べ
物
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
、
私
た
ち
と
か
か
わ
り
の
深
い

「
お
米
」
に
つ
い
て
１
年
間
学
習
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
米
作
り
を
し
ま
し
た
。

田
植
え
で
は
、
苗
を
同
じ
間
隔
で
植

え
て
い
く
と
こ
ろ
が
難
し
か
っ
た
で

す
。
で
も
、
地
域
の
方
が
用
意
し
て

く
だ
さ
っ
た
道
具
に
合
わ
せ
て
植
え

る
と
う
ま
く
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、

苗
の
根
っ
こ
の
部
分
を
鉛
筆
の
よ
う

に
持
っ
て
土
に
植
え
る
と
、
し
っ
か

り
植
え
ら
れ
る
こ
と
も
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

田
植
え
の
あ
と
は
、
観
察
を
続
け

ま
し
た
。
田
植
え
か
ら
3
週
間
後
に

観
察
に
い
く
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に

大
き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
虫

が
た
く
さ
ん
田
ん
ぼ
に
い
た
の
で
、

無
事
に
育
つ
の
か
少
し
心
配
に
な
り

ま
し
た
。

10
月
に
は
、
稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。

鎌
を
使
っ
て
手
作
業
で
刈
り
取
り
ま

し
た
。
稲
を
ま
と
め
、
束
に
し
て
か

ら
結
ぶ
作
業
は
初
め
て
や
っ
た
の
で

難
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
友
達
や

地
域
の
方
と
い
っ
し
ょ
に
や
れ
ば
簡

単
に
で
き
ま
し
た
。
作
業
が
終
わ
っ

た
あ
と
、
無
事
に
育
っ
て
よ
か
っ
た

と
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

も
う
す
ぐ
調
理
実
習
で
お
米
を
食

べ
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
地
域
の

方
々
を
招
待
す
る
こ
と
を
ク
ラ
ス
の

み
ん
な
で
決
め
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
地
域
の
方
々
が
一
緒
に
作

業
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
私
た
ち
の

知
ら
な
い
う
ち
に
田
ん
ぼ
の
管
理
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
い
た
と
あ

と
か
ら
知
っ
た
か
ら
で
す
。
地
域
の

方
々
が
い
な
か
っ
た
ら
、
米
作
り
を

う
ま
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
動

物
に
お
米
を
食
べ
ら
れ
て
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
私
た
ち
の
給
食
も
西
海
市

の
方
々
が
作
っ
た
食
材
が
た
く
さ
ん

使
わ
れ
て
い
る
と
給
食
の
先
生
か
ら

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が

地
産
地
消
と
い
う
こ
と
を
私
た
ち
は

社
会
科
で
学
習
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
お
い
し
い
食
べ
物
を
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
、
農
業
や
水
産
業
な
ど
で

働
く
方
々
と
私
た
ち
み
ん
な
が
つ
な

が
っ
て
協
力
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
西
海
市
の
給

食
が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
っ

と
み
ん
な
が
協
力
し
て
、
西
海
市
の

食
べ
物
が
お
い
し
い
こ
と
が
広
ま
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。



郵送される

場合は63円

切手を貼って

下さい。

郵　便　は　が　き

長崎県西海市大瀬戸町瀬戸樫浦郷2222番地

西海市役所　議会事務局
「議会広報広聴委員会」行

（議会だより第71号）

8 5 7 2 3 9 2

アンケートにご回答
いただいた皆様、
ご協力ありがとう
ございました！
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市
議
会
だ
よ
り
を
楽
し

み
に
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
文
字
も

見
や
す
く
、
写
真
も
美
し

い
。
議
員
さ
ん
の
活
躍
が

わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
て

お
り
、
素
晴
ら
し
い
で
す
。

い
つ
も
お
疲
れ
様
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
西
彼
町
　
70
代
）

議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
、

今
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
自

然
豊
か
で
災
害
も
少
な
く
、

魚
や
み
か
ん
が
本
当
に
美

味
し
い
西
海
市
に
住
む
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。

（
西
彼
町
　
50
代
）

議
員
の
皆
様
は
、
よ
り

よ
い
市
政
を
目
指
し
、

日
々
様
々
な
こ
と
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
感

謝
致
し
ま
す
。
私
は
、
こ

れ
か
ら
も
議
会
だ
よ
り
を

愛
読
誌
と
し
て
西
海
市
を

愛
す
る
一
員
と
な
り
ま
す
。

（
大
島
町
　
60
代
）
　
　

　
　
　
　
　

全
国
的
に
空
き
家
問
題

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
西
海
市
で
も
空
き

家
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

解
体
し
た
く
て
も
多
額
の

費
用
が
か
か
る
た
め
、
ど

う
に
も
で
き
ず
困
っ
て
い

る
人
た
ち
も
い
る
よ
う
で

す
。
西
海
市
の
景
観
を
、
よ

く
す
る
た
め
に
も
解
体
費
用

に
対
す
る
補
助
金
な
ど
考
え

て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
大
瀬
戸
町
　
60
代
）

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

川
内
交
差
点
は
自
宅
が
近

い
の
で
、
道
路
改
良
工
事
に

つ
い
て
大
変
注
目
し
て
い
ま

す
。
運
転
者
に
と
っ
て
、
地

域
住
民
に
と
っ
て
一
番
良
い

形
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
西
海
町
　
30
代
）

令和５年８月　No.70

　　
５
月
に
転
居
し
て
き
た

ば
か
り
。
前
居
住
地
よ
り

若
い
議
員
が
多
く
、
議
案

（
題
）
も
多
種
で
活
発
に

意
見
が
交
わ
さ
れ
て
い
る

様
子
が
窺
え
た
。

個
人
的
要
望
は
「
独
り
暮

ら
し
老
人
の
支
援
制
度
の

充
実
」
で
あ
る
。

（
大
瀬
戸
町
　
70
代
）

　
親
戚
や
友
人
に
み
か
ん

等
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
送
る

時
に
西
海
ふ
る
さ
と
便
を

使
っ
て
い
た
の
で
、
再
開

し
て
う
れ
し
い
で
す
。

（
崎
戸
町
　
30
代
）

声
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一
、
子
ど
も
た
ち
は
デ
ジ
タ
ル
機
器
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
触
れ
る
機
会
が
増

え
て
い
ま
す
。
学
習
や
情
報
収
集
は
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
時
に
ネ

ッ
ト
い
じ
め
や
誹
謗
中
傷
な
ど
の
リ
ス
ク
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
親
や
教

育
者
は
適
切
な
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
通

じ
て
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

二
、
健
康
と
生
活
習
慣
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣
に
は
課
題
が

あ
り
、
不
適
切
な
食
生
活
や
運
動
不
足
、
睡
眠
不
足
な
ど
が
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
健
康
な
生
活
習
慣
を
促
す
た
め
に
は
、
栄
養
教
育
や
適
切
な
運

動
機
会
の
提
供
及
び
睡
眠
の
重
要
性
を
説
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

三
、
現
代
社
会
の
子
ど
も
は
、
競
争
や
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
等
に
よ

り
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
大
き
く
影
響

を
受
け
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
を
理
解
し
、
必
要
な
支
援
や

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
提
供
す
る
事
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
西
川

　勝
則 

委
員
長
）

⑴
令
和
５
年
第
３
回
西
海
市

　議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

　審
議
さ
れ
た
議
案
は
何
件
？

① 

24
件

② 

27
件

③ 

32
件

⑵
市
政
一
般
質
問
を
行
っ
た
議

員
は
何
人
？

① 

5
人

② 

7
人

③ 

12
人

⑶「
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
」

　を
審
査
し
た
委
員
会
は
？

① 

予
算
決
算
常
任
委
員
会

② 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

③ 

総
務
文
教
常
任
委
員
会

⑷
議
員
定
数
及
び
議
員
報
酬
の

　改
定
に
つ
い
て
の
市
民
ア
ン

　ケ
ー
ト
回
答
者
は
何
人
？

① 

3
4
5
人

② 

5
2
0
人

③ 

1
4
0
0
人

　
は
が
き
、
F
A
X
、
メ
ー

ル
、
入
力
フ
ォ
ー
ム
に
て
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
ク
イ
ズ
の

答
え
を
明
記
し
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

※

は
が
き
は
、お
近
く
の
総
合

支
所
又
は
市
役
所
本
庁
議
会

事
務
局
へ
提
出
い
た
だ
け
ま
す
。

〒
8
5
7-

2
3
9
2

長
崎
県
西
海
市
大
瀬
戸
町
瀬

戸
樫
浦
郷
2
2
2
2
番
地

〈
F
A
X
〉

0
9
5
9-

3
7-

0
2
2
6
ま
で

〈
メ
ー
ル
〉

gikai@
city.saikai.lg.jp

〈
入
力
フ
ォ
ー
ム
〉ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ど
で
Q
R
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
と
入
力
フ
ォ
ー
ム

が
開
き
、応
募
が
で
き
ま
す
。

　　令
和
５
年
12
月
８
日（
金
）

消
印
有
効（
８
日
支
所
提
出

分
ま
で
有
効
）

　
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
3
名
の
方
に
、Ｑ
Ｕ
Ｏ

カ
ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を

プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。な

お
、当
選
者
の
発
表
は
、発
送

を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

※

落
選
通
知
は
送
付
し
ま
せ

　
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
】

　
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た

個
人
情
報
は
、商
品
発
送
な

ど
の
目
的
以
外
に
は
利
用
い

た
し
ま
せ
ん
。

第27回西海市議会クイズ回答

住所 市 町 郷 番地

郵便番号 〒  　　 

氏名

ふりがな

議会だよりについての感想またはご意見・ご要望

年齢 歳

　今後いただいた感想、ご意見は匿名で掲載させていただく場合があります。

⑴ ⑵ ⑶ ⑷

応募総数13名（正解者13名）

応
募
方
法

応
募
先

締

　切

特

　典

西
海

市
議
会
ク
イ
ズ

第
27
回

第26回
西海市議会
クイズ解答
（1）②
（2）③

（3）①
（4）①　　　

「
今
後
の
子
ど
も
健
や
か
な
成
長
に
つ
い
て
」
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	単ページ校正用 12
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